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石
越
・
赤
谷
南
部
神
楽
の

若
き
継
承
者 石越町・第８

宍戸　勝さん
ししど まさる

昭和52年生まれ　血液型／Ｂ型

　石越町に伝わる伝統芸能「赤
あか

谷
や

南部神
楽」。宍戸勝さんは保存会の若き継承者の
一人として、日々の活動に励んでいます。保
存会のメンバーだった祖父文

ぶん

一
いち

郎
ろう

さん（故
人）の影響で、小さい時から神楽に親しん
でいたという宍戸さん。29歳の時、当時
保存会の会長をしていた職場の上司から誘
われ、迷うことなく入会しました。保存会
のメンバーは現在11人。どこの神楽保存
会でも後継者不足は大きな課題だといいま
す。「好きでないと続けていけないですね」
と話す宍戸さん。「伝統を絶やさないよう
に頑張ります」と、優しい笑顔の奥に伝統
を守り抜く意志の強さを感じました。

神楽を舞う宍戸さん。小学４年の長女侑那（ゆな）さん(右)
も神楽が好きで、３歳の時から舞台に立っています

▲

地
元
野
菜
の
「
観
音
寺
セ
リ
」
を
生
産

し
て
い
る
迫
町
北
方
の
木
村
壽ひ
さ
しさ
ん
、
き
く

子
さ
ん
ご
夫
婦
。
12
月
下
旬
に
収
穫
し
た
根

ゼ
リ
は
、
正
月
の
雑
煮
に
重
宝
さ
れ
ま
す
。

知
る
人
ぞ
知
る
登
米
市
伝
統
の
食
材
で
す
。

今月の表紙編
集
室
か
ら

▼
東
日
本
放
送
の「
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞
」

に
今
年
は
市
内
３
団
体
か
ら
ご
応
募
い
た

だ
き
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
そ
れ
ぞ
れ
「
森

林
」「
は
っ
と
」「
元
気
」。
30
秒
と
い
う

短
い
時
間
の
中
で
登
米
市
の
魅
力
を
表
現

し
て
い
ま
す
。
放
送
は
１
月
３
日
の
午
後

４
時
か
ら
で
す
。
お
楽
し
み
に
。（
遠
藤
）

▼
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
は
午う
ま

年
、
め
で
た
く
年
男
に
な
り
ま

し
た
。
昨
年
は
、
広
報
係
２
人
の
協
力
で

広
報
研
修
に
参
加
す
る
こ
と
も
で
き
、
と

て
も
勉
強
に
な
っ
た
一
年
で
し
た
。
初
心

を
忘
れ
ず
、
今
年
も
魅
力
あ
る
広
報
紙
づ

く
り
を
目
標
に
頑
張
り
ま
す
。（
増
子
）

▼
む
し
歯
の
な
い
子
の
写
真
を
撮
り
に
市

内
各
地
の
３
歳
児
検
診
に
行
き
ま
す
。
寒

さ
が
厳
し
く
外
に
出
る
の
が
お
っ
く
う
に
も

な
り
ま
す
が
、
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
を
見

る
と
癒
や
さ
れ
ま
す
。
今
年
は
午
年
。
重

い
腰
を
持
ち
上
げ
、
駆
け
る
よ
う
に
（
？
）

取
材
に
出
掛
け
た
い
と
思
い
ま
す
。（
佐
藤
）

（防犯や防災、イベント・市政に関する情報をメールでお届けします。）
http://tomecity.mail-dpt.jp/


